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福田絡理、中国科学院代表団周培源団長以下全員と会見

日中科学技術交流の飛躍的発展に全面的賛意を表明

畳通
技

鶴絡

東
京
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坂
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目
三
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杖
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八
五
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八
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〇

福
田
赳
夫
総
里
大
巨
は
九
月
二
六
日
午
後
五
時

か

ら
や
回
科
学
院
代
表
田
周
培
源
団
長
以
下
全
国
員
と

総
理
官
邸
ゼ
会
見
し
た
。

福
田
総
理
は
新
開
社
　
テ
レ
ビ
局
の
要
請
に
応
じ

周
団
長
と
記
念
写
真
を
と

つ
た
ぁ
と
回
員

一
人

一
人

と
握
子
を
し
、
今
回
の
中
国
科
学
院
代
表
団
が
日
中

平
和
友
圧
条
約
締
結
以
後
最
初
の
お
客
さ
ん
て
あ
る

こ
と
ほ
心
か
ら
の
歓
辺
の
意
を
表
明
し
た
あ
と
、
■

国
の
科
学
技
術
者
が
こ
れ
か
ら
は
何
回
も
大
勢
日
本

に
来
る
こ
と
を
希
望
す
る
と
述
ぺ
た
。

同
厨
長
は
来
日
し
て
二
週
間
、
日
本
国
民
、
科
学

技
術
界
、
日
本
国
政
府
か
ら
親
切
て
友
好
あ
ふ
れ
る

接
待
を
受
け
た
こ
と
に
熱
情
を
こ
め
て
感
謝
し
、
今

回
の
訪
日
に
よ
っ
て
日
中
科
学
技
術
交
流
が
飛
躍
的

に
発
展
す
る
こ
と
及
び
こ
れ
は
日
中
両
国
、
ァ
ジ
ァ
、

世
界
各
国
人
民
の
平
和
と
繁
栄
に
貢
献
す
る
も
の
と

確
信
す
る
と
述
べ
た
。

福
田
総
理
は
こ
れ
に
同
意
を
示
し
、
さ
ら
に
日
中

科
学
技
術
交
流
が
茅
誠
司
、
有
山
莱
孝
先
生
ら
に
よ

つ
て
促
進
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
自
分
は
全
面
的
に
支

持
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
科
学
技
術
問
題
に
つ
い

て
は
自
分
は
し
ろ
う
と
な
の
て
い
っ
も
夢
先
生

に
相

談
し
て
う
ま
く
や

っ
て
い
る
こ
と
を
ュ
ー
モ
ア
を
ま

じ
え
て
技
露
す
る
な
ど
和
気

あ
い
ぁ
い
の
ふ
ん
い
き

の
中
に
終
始
し
た
。

最
後
に
福
田
総
理
は
周
田
長
に
華
国
鋒
主
席
に
よ

る
し
く
伝
え
て
ほ
し
い
と
述
ぺ
る
と
共
に
郎
小
平
副



第 5号 ( 2 )日中科学技術交流協会事務局連絡報1973(昭 ・53)年 10月 20日

結
理
が
日
中
平
和
友
好
条
約
光
准
の
た
め
来
日
さ
れ

る
こ
と
を
心
か
ら
め
待
ち
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る

よ
う
依
頼
し
た
。

福
田
赳
夫
総
理
と
中
国
科
学
院
代
表
田
と
の
会
見

に
は
月
培
源
田
長
、
秦
力
生
創
画
長
、
営
泰
山
秘
書

長
、
全
団
員
、
符
浩
大
使
、
唐
家
旋
書
記
官
、
路
れ

籠
北
京
日
報
記
者
、
日
本
側
か
ら
は
有
山
兼
〓
会
長
、

茅
誠
司
常
任
理
事
、
矢
田
部
厚
彦
外
務
省
科
学
審
議

官
、
四
島
高
志
外
務
省
中
国
課
長
、
小
和
国
恒
給
理

秘
書
官
、
漆
戸
骸
事
務
局
長
が
出
席
し
た
。

協

会

役

員

と

中

国

科

学

院

代

表

団

が

会

談

―
共
同
研
究
の
促
進
、
日
中
学
術
セ
ン
タ
ー
の

設
立
、
国
際
会
議
へ
の
参
加
な
ど
交
流
は
多
彩

で
質
的
　
畳
的
に
活
発
―

出
席
者

協
会
　
有
山
兼
孝
会
長
、
越
智
勇

一
、
茅
誠
司
、

近
藤
次
郎
、
杉
二
郎
、
田
村
三
郎
、
朝
永

振

一
郎
、
橋
日
隆
吉
、
野
上
茂
吉
郎
、
和

達
清
夫
の
各
常
任
理
事

鈴
木
昭
意
、
相
馬
出
和
の
各
幹
班
、
漆
戸

酸
事
務
局
長

中
国
科
学
院
周
培
源
国
民
、
秦
力
生
副
田
長
、
空
泰
山

秘
書
長
、
二
大
巧
、
過
典
先
、
長
致

一
、

都
柏
林
、
願
以
健
、
高
慶
獅
、
呉
政
安
の

各
団
員

協
会
役
員
と
中
国
科
学
院
代
表
団
と
の
会
談
は

″
今
後
の
日
中
科
学
技
術
交
流
の
進
め
方
，
を
テ
ー
マ

に
九
月
十
五
日
　
二
七
日
の
二
回
に
わ
た
つ
て
日
本

学
士
院
会
議
を
、
ホ
テ
ル
ニ
ユ
ー
オ
ー
タ
ニ
舛
雲
の

問
ゼ
行
わ
れ
た
。

会
談
は
双
方
か
ら
興
味
の
あ
る
問
題
に
つ
い
て
活

発
に
出
さ
れ
、
次
の
七
点
に
つ
い
て
今
後

一
層
協
力

を
し
実
現
に
努
力
す
る
こ
と
に
な

つ
た
。

一
、
地
障
予
知
、
高

エ
ネ
ル
ギ
ー
物
理
、
宇
宮
線

天
文
な
ど
条
件
の
あ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
両

国
間
で
共
同
研
究
を
行
う
。

二
、
日
中
両
国
の
科
学
者
を
相
互
に
派
遣
し
合

つ

て
討
演
を
行
う
。

三
、
留
学
生
、
研
究
と
、
研
修
生
の
政
府
ベ
ー
ス

の
交
換
実
現
に
努
力
し
、
大
学
や
研
究
所
の

間
で
も
促
進
す
る
。

日
中
合
同

の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
脚
く
。

日
中
両
国

の
大
学

や
語
研
究
機
関
が
直
接

ほ

連
絡
を
と
り
合

つ
て
協
力
す
る
。

日
中
学
術

セ

ン
タ
ー
な
日
中
両
国
に
設
立
す

る
よ
う
努
力

す
る
。

日
本
で
開

か
れ
る
国
際
会
議

に
中
国

の
科
学

者
を
派
遣
す

る
。

日
本
側

は
そ
の
便
宜
を
図

る
。
な
お
中
国
側

は
日
中
科
学
技
術
交
流
協

会
の
代
表
団
が
来
年

の
適
当
な
時
期
に
中
国

を
訪
閲
す
る
こ
と
を
飲
迎
す
る
と
述
ぺ
た
。

Ｓ

　

Ｓ

　

Ｓ

　

Ｓ

　

Ｓ

　

Ｓ

　

Ｓ

　

Ｓ

　

Ｓ

五 四七

中
国
科
学
院
代
表
団
歓
迎
宴
は
九
月
十
三

宴
　
日
夜
、
東
京
ホ
テ
ル
ニ
ユ
ー
オ
ー
タ
ニ
て
二

迎
　
五
０
名
の
出
席
に
よ
つ
て
行
わ
れ
た
。

歓
一　
　
歓
迎
宴
は
有
山
兼
孝
会
長
が
欲
迎
の
あ
い

団
　
さ
っ
を
述
ぺ
、
茅
誠
司
常
在
理
事
が
乾
訴
の

表
　
言
頭
を
と
っ
た
。　
こ
れ
に
対
し
周
培
源
田
長

代
　
が
感
謝
の
辞
を
述
べ
そ
の
後
十
数
年
ぶ
り
に

院
　
ぉ
と
ず
れ
た
周
団
長
、　
日
本
訪
間
が
初
め
て

学
　
の
秦
力
生
副
団
長
、
二
十
回
以
上
も
来
日
し

科
　
て
ぃ
る
受
泰
山
秘
書
長
ら
を
囲
ん
て
な
ご
や

国
　
か
な
恐
談
が
続
い
た
。

中
　
　
出
席
者
の
中
に
は
和
達
清
大
日
本
学
土
院

長
、
石
坂
誠

一
工
業
社
術
院
長
、
赳
智
勇

一

前
日
本
学
術
会
議
会
長
、
井
上
春
成
新
技
術
開
発
事

業
団
理
事
、
斎
藤
進
六
東
京
工
業
大
学
良
、
村
井
資

長
早
稲
田
大
学
総
長
、
千
賀
数
也
経
団
連
常
務
理
事
、

科
学
抜
術
庁
、
文
部
省
、
農
林
水
産
省
、
外
務
省
、

日
本
学
術
振
興
全
へ

東
京
大
学
、
京
都
大
学
、
お
茶

の
水
女
子
大
学
、
千
葉
大
学
、
青
山
学
晩
大
学
、
慶

応
大
学
、
創
価
大
学
、
法
政
大
学
、
立
教
大
学
、
数

学
会
　
物
理
学
会
、
化
学
会
、
地
震
学
会
、
東
京
地

学
協
会
、
海
洋
学
会
、
天
文
学
会
、
高
分
子
学
会

精
機
学
会
、
機
棋
学
会
、
電
気
学
会
、
魚
類
学
会
、

航
空
宇
営
学
会
、
航
空
宇
宮
工
業
会
、
造
船
学
会
、

鉱
業
会
、
鉄
道
技
術
研
究
所
、
気
象
研
究
所
、
理
化
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学
研
究
所
、
機
械
技
術
研
究
所
、
繊
維
高
分
子
研
究

所
、
電
子
技
術
総
合
研
究
所
、
電
信
電
話
公
社
、
草

売
公
社
中
央
研
究
所
、
放
射
線
医
学
総
合
研
究
所
、

高

エ
ネ
ル
ギ
ー
物
理
学
研
究
所
、
鉄
鋼
協
会
、
ツ
ニ

ー
中
央
研
究
所
、
日
立
製
作
所
中
央
研
究
所
　
富
士

通
、
日
本
Ｉ
　
Ｂ

・
Ｍ
、
富
士
電
機
製
造
、
日
本
農

薬
、
協
和
酸
酵
工
業
、
品
川
白
燦
五
、
西
局
製
作
所
、

加
藤
製
作
所
、
バ
ン
ド
ー
化
学
、
日
本
油
旧
、
東
レ
、

日
本
工
宮
、
千
代
田
化
工
建
設
、
味
の
素
、
泉
自
動

車
工
業
、
ク
ラ
レ
、
帝
人
、
東
京
芝
浦
電
気
、
日
産

化
学
工
業
、
日
本
製
綱
所
、
日
本
光
学
工
業
、
前
田

建
設
工
業
、
三
井
造
船
、
日
本
陶
器
、
石
川
島
播
磨

宣
工
業
、
日
本
電
気
持
器
、
大
昭
和
製
紙
、
日
本
酸

素
、
帝
目
酸
末
、
日
本
鋼
管
、
ナ

ッ
ク
、
石
油
公
団
、

動
力
炉
　
核
燃
料
開
発
事
業
国
の
責
任
者
。

政
府
、
大
学
、
公
　
民
間
企
業
研
究
所
の
教
授
、

科
学
研
究
者
。

日
中
関
係
団
体
か
ら
は
日
中
協
会
、
日
中
友
仔
協

会
、
日
中
文
化
交
流
協
会
、
日
中
経
済
協
会
、
日
本

国
際
買
易
促
進
協
会
、
日
中
長
期
貿
易
協
議
委
員
会

の
代
表
者
。

日
中
書
店
、
企
業
、
貿
易
市
社

の
代
表
者
。

ま
た
朝
日
新
聞
、
読
売
新
聞
、
毎
日
新
聞
、
日
本

経
済
新
聞
、
共
同
通
信
社
、
Ｎ
　
Ｈ
　
Ｋ
、
フ
ジ
テ

レ
ビ
か
ら
も
関
係
者
が
出
席
し
た
。

中
国
大
使
館
か
ら
は
肖
向
前
、
深
耕
参
事
官
ら
が

招
き
に
応
じ
出
席
し
た
。

中

国

科

学
院

代

表

団

各
方

面

を

訪

間

日
中
科
学
技
術
協
定
早
期
的
結
を

政
府
関
係
で
は
科
学
技
術
庁

（
伊
原
裁
徳
次
官
）
、

文
部
省

（
井
内
斑
次
郎
次
官
）
、
通
産
省

（
石
坂
誠

一
工
業
技
術
院
長
）
、
外
務
省

（
有
回
主
帥
次
官
）
、

農
林
水
産
省

（
松
山
良
三
審
識
官
）
を
訪
円
し
た
。

中
国
科
学
院
が
政
府
各
省
庁
を
公
式
訪
岡
す
る
の

は
初
め
て
で
あ

っ
た
が
、
親
し
み
の
こ
も

つ
た
話
し

合
い
が
統
け
ら
れ
、
日
中
科
学
按
術
協
定
早
期
純
結

に
努
力
す
る
こ
と
に
合
意
し
、
政
府
研
究
機
関
と
中

国
科
学
院
研
究
所
と
の
交
流
を
行
う
こ
と
や
ま
た
科

学
技
術
庁
が
派
遣
す
る
科
学
餃
術
調
査
団
訪
中
を
欲

迎
す
る
な
ど
実
り
多
い
も
の
で
あ

っ
た
。

日
本
学
士
院
、
日
本
学
術
会
議
、

日
本
学
価
振
興
会
を
公
式
訪
問

周
団
長
は
学
術
三
団
体
訪
間
の
さ
い

「
日
本
学
と

院
和
遂
柑
夫
院
長
、
日
本
学
術
会
議
チ
破
『
、
期
永

娠

一
郎
、
江
上
不
二
夫
、
赳
智
刃

一
元
会
長
、
伏
見

康
治
会
長
、
日
本
学
術
振
興
会
杉
二
郎
常
務
理
“
語

氏
は
こ
れ
ま
で
■
国
を
訪
問
し
日
中
学
術
交
流
に
尽

力
さ
れ
て
い
る
が
三
団
体
を
訪
関
す
る
の
は
初
め
て

て
あ
る
。
こ
れ
か
ら
公
式
な
関
係
と
し
た
い
。
日
本

学
士
院
、
日
本
学
術
会
議
、
日
本
学
術
振
興
全
の
代

表
田
が
そ
れ
ぞ
れ
適
当
な
時
期
に
中
国
に
来
ら
れ
る

の
を
紘
迎
す
る
」
と
述
べ
た
。

三
学
術
団
体
の
代
表
者
は
こ
れ
に
対
し
て
質
成
を

表
明
し
、
各
学
術
団
体
の
性
格
と
役
割
を
説
明
し
、

中
国
科
学
院
と
今
後

一
日
関
係
を
強
め
る
こ
と
を
希

望
し
た
。

東

　

一泉

東
京
で
は
東
京
大
学
、
東
京
工
業
大
学
、
早
稲
田

大
学
、
慶
応
大
学
、
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
、
日
立
遣

伝
学
研
究
所
、
電
子
技
術
総
合
研
究
所
、
東
京
工
業

試
験
所
、
理
化
学
研
究
所
、
三
菱
化
成
工
業
生
命
科

学
研
究
所
、
日
立
製
作
所
、
富
士
通
、
日
本
Ｉ
　
Ｂ

・
Ｍ
、
日
本
油
脂
、
創
価
学
会
、
筑
波
研
究
学
園
都

市
、
宇
宮
科
学
や
覧
会
を
訪
間
し
各
所
て
心
あ
ふ
れ

る
大
飲
迎
を
受
け
た
。

東
京
大
学
は
九
月

一
九
日
、
向
坊
隆
総
長
、
平
野

紀

一
描
長
特
別
布
佐
、
山
村
秀
夫
医
学
部
長
、
藤
井

澄
こ
工
学
部
長
、
口
九
課
二
理
学
部
長
、
逸
見
課
三

農
学
部
長
、
吉
田
売
疑
事
務
局
長
、
大
場
和
大
学
生

部
長
と
留
学
生
、
研
究
生
、
大
学
　
研
究
所
と
中
国

科
学
院
研
究
所
と
の
交
流
ほ
っ
い
て
懇
談
、
留
学
生

で
は
日
本
と
，
国
の
学
制
の
道
い
な
ど
て
す
ぐ
実
現

す
る
の
に
は
障
害
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
政
府
関

て
よ

く
検
討
し
解
決
を
は
か
り
、
当
面
は
研
究
生
を
増
加

す
る
こ
と
や
、
研
究
所
間
の
交
流
促
進
を
東
京
大
学
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と
北
京
大
学
、
中
国
科
学
院
と
て
行
う
な
ど
話
合

っ

た
。
そ
の
後
、
向
力
給
長
主
催
の
中
国
科
学
院
飲
辺

昼
食
会
が
全
学
部
長
、
中
国
留
学
研
究
生
全
員
と
そ

の
指
導
教
官
参
加
に
よ

つ
て
学
士
会
館
で
盛
大
に
行

わ
れ
た
。

理
化
学
研
究
所
は
福
井
伸
二
理
事
長
、
宮
崎
友
喜

難
副
理
事
長
、
口
村
二
郎
招
聘
研
究
員
か
ら
理
化
学

研
究
所
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、

団
員
の
専
門
に
わ
か
れ
、
有
強
化
学
、　
レ
ー
ザ

ー
、

電
子
計
算
機
方
面
に
つ
い
て
参
観
し
た
。

日
立
製
作
所
、
富
士
通
、
日
本
Ｉ
　
Ｂ

‘
Ｍ
の
三

社
は
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
中
国
科
学
院
代
表

団
を
工
場
研
究
所
に
招
き
技
術
説
明
を
行

つ
た
。

創
価
学
会
は
池
田
大
作
会
長
の
招
き
に
よ
り
、
九

月
二
七
日
夕
方
訪
間
、
本
部

て
は
約
三
百
人
の
全
員

が
出
迎
え
た
。

周
培
温
回
長
と
募
力
と
副
団
長
は
九
月
二
七
日
、

日
本
学
術
会
議
講
堂
！
″
】
目
科
学
技
術
の
現
代
化

〃

″
中
国
科
学
院
に
つ
い
て
″
の
前
演
を
行

っ
た
。

ま
た
周
団
長
は
東
京
大
学
、
京
都
大
学
て
″
乱
流
″

に
つ
い
て
の
学
術
報
告
を
行

つ
た
。

‐‐‐‐抑
　
　
ム
申

東
北
大
学
は
九
月
十
七
日
夜
前
田
四
郎
学
長
が
歓

迎
宴
を
開
催
、
飲
迎
宴
で
、
前
田
学
長
か
ら
今
二
人

の
研
究
生
が
■
学
し
て
お
り
来
年
は
五
名
に
な
る
こ

と
が
相
介
さ
れ
た
。
十
八
日
は
岩
崎
俊

一
、
御
子
柴

宣
夫
教
授
の
案
内
て
高
速
力
学
研
究
所
、
電
気
通
信

研
究
所
、
金
属
材
料
研
究
所
、
図
縛
館
を
疹
観
、
さ

ら
に
容
迅
弾
を
訪
れ
、
文
豪
魯
迅
が
仙
台
て
学
ん
だ

韓
を
忍
ん
だ
。

京

都

。
大

阪

・
名

古

屋

京
都
て
は
九
月
二

一
日
夜
京
都

日
中
科
学
技
術
者

交
流
協
会
士
催
に
よ
る
欲
迎
会
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

こ
れ
に
は
石
原
忠
姓
副
会
景
、
立
石

一
真
創
会
長
、

音
川
幸
次
郎
氏
、
岡
水
道
擁
京
都
大
学
総
長
、
吉
口

徳
之
助
京
都
ェ
芸
納
縦
大
学
長
、
梅
原
猛
京
都
市
立

著
術
大
学
長
、
依
回
転
震
、
金
子
二
郎
日
中
友
好
協

会
京
都
、
大
阪
の
賀
任
者
が
出
席
し
た
。

京
都
大
学
は
外
国
出
牧

か
ら
帰
国
し
た
ば
か
り
の

岡
本
総
長
が
九
月
二
二
日
、
Ｗ
か
ら
綸
長
彗
て
全
学

部
長
と
と
も
に
恕
説
し
た
。
席
上
河
野
健

二
人
文
科

学
研
究
所
長
よ
り
京
都
大
学
に
相
聘
し
た
ぃ
中
国
の

教
授
の
名
能
が
同
国
長
に
波
さ
れ
た
。
開
】，
夜
は
京

都
大
学
阿
水
総
長
主
催
の
欲
迎
要
が
京
都
大
学
関
係

者
少
抜

の
参
加
に
よ
つ
て
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

・島
津
製
作
所
で
は
横
地
節
男
専
務
か
説
明
ゼ
〓
条

工
場
を
参
観
、
周
団
ヱ
は
こ
の
よ
う
な
科
学
機
器
を

我
々
の
研
究
所
に
と
り
入
れ
科
学
研
究
を
発
展
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
た
。

京
都
を
離
れ
る
に
あ
た

つ
て
周
田
長
は
腸
川
秀
相

博
士
に
病
気
見
辣
の
色
紙
と
見
採
品
を
贈

つ
た
。

ま
た
外
国
山
接
■
の
英
国
ズ
京
都
口
中
科
学
　
技

術
者
交
流
協
会
会
長
に
お
礼
状
と
記
念
品
を
贈

っ
た
。

大
阪
大
学
は
岩
槻
哲
難
学
長
自
ら
の
案
内
て
、
微

生
物
病
研
究
所
、
重
白
質
研
究
所
、
レ
ー
ザ
ー
核
融

合
研
究
セ
ン
タ
ー
　
核
物
理
研
究
セ
ン
タ
ー
、
超
高

圧
電
子
顕
微
銃
セ
ン
タ
ー
を
参
観
し
た
。

名
古
屋
で
は
二
五
日
夜
日
中
科
学
技
術
交
流
東
海

懇
話
会
主
催
の
歓
迎
宴
に
出
席
し
た
。
歓
迎
宴
に
は

会
長
の
平
田
義
正
名
古
屋
大
学
教
授
、
石
塚
直
隆
名

古
屋
大
学
学
長
を
始
め
名
古
屋
大
学
、
名
古
自
工
業

大
学
、
愛
知
工
業
大
学
、
ト
ョ
タ
自
動
車
工
業
、
大

同
特
殊
鋼
、
中
部
電
力
等
学
界
、
産
業
界
の
代
表
的

な
科
学
　
技
術
者
が
参
加
し
た
。
次
の
日
は
名
古
屋

大
学
と
基
礎
生
物
学
研
究
所
、
分
子
科
学
研
究
所

の

二
組
に
分
か
れ
参
観
を
行

つ
た
。

京
都
　
大
阪

・
名
古
屋
訪
間
期
間
中
代
表
回
は
、

関
西
学
院
大
「学
、
広
島
大
学
両
生
類
研
究
施
設
、
大

阪
水
素
、
国
立
民
法
学
博
物
館
、
清
水
寺
、
奈
良
市

を
訪
聞
し
た
。

中
自

科

学

院
代

表

団

が

答

礼

宴

中
国
科
学
院
代
表
団
は
帰
国
を
前
に
し
た
九
月
二

人
Ｈ
、
東
京
て
答
礼
宴
を
行

っ
た
。

塔
礼
宴
に
は
今
回
の
訪
問
て
関
係
の
あ

つ
た
東
京

関
東
を
中
心
と
す
る
政
府
、
大
学
、
産
業
、
村
学
な

行
闘
作
、
中
国
科
学
院
と
関
係
の
あ
る
団
体
の
責
任

者
、
当
協
会

の
役
員
な
ど
約
二
百
名
が
招
か
れ
て
出

一肝
し

た
。
中
国
側
か
ら
は
周
岩
源
回
長
以
下
団
員
全

員
と
符
治
大
使
、
大
住
館
か
ら
も
多
数
参
列
し
た
。


